
一
、
伝
本
の
系
統
に
つ
い
て
の
従
来
の
説

　
『
拾
遺
百
番
歌
合
』
は
藤
原
定
家
が
撰
し
た
『
物
語
二
百
番
歌
合
』
の

う
ち
の
後
半
百
番
に
あ
た
り
、
左
方
に
『
源
氏
物
語
』、
右
方
に
十
種

の
王
朝
物
語
所
収
歌
を
配
し
て
い
る
。
前
半
百
番
は
右
方
の
和
歌
を

『
狭
衣
物
語
』
か
ら
抄
出
し
て
い
る
点
で
後
半
百
番
と
異
な
り
、
こ
ち

ら
は
『
源
氏
狭
衣
歌
合
』
と
言
う
。『
物
語
二
百
番
歌
合
』
に
は
定
家

自
筆
本
が
現
存
し
、
そ
の
内
題
は
前
半
百
番
を
『
百
番
歌
合
』、
後
半

百
番
を
『
後
百
番
歌
合
』
と
す
る
が
、
本
稿
で
は
差
異
が
明
瞭
な
『
源

氏
狭
衣
歌
合
』・『
拾
遺
百
番
歌
合
』
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
こ
の
自
筆
本
は
識
語
、

此
哥
先
年
依
後
京
極
殿
仰

給　

宣
陽
門
院
御
本
物
語
所

撰
進
也
私
草
被
借
失
了

仍
更
求
書
写
本
令
書
留
之

か
ら
、
私
草
を
貸
し
た
と
こ
ろ
失
く
さ
れ
た
の
で
他
所
か
ら
借
り
て
書

写
し
直
し
た
も
の
だ
と
知
ら
れ
、
後
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ

れ
る
。

　

二
種
の
百
番
歌
合
が
『
物
語
二
百
番
歌
合
』
と
し
て
一
つ
に
括
ら
れ

て
い
る
の
は
、
定
家
自
筆
本
上
冊
原
表
紙
の
外
題
に
『
□
□
二
百
番
歌

合
』
と
あ
り
、
最
初
の
二
文
字
が
か
ろ
う
じ
て
「
物
語
」
と
判
読
し
う

（
１
） る
か
ら
だ
が
、
樋
口
芳
麻
呂
氏
が

物
語
二
百
番
歌
合
が
、
当
初
か
ら
明
確
な
意
図
の
も
と
に
撰
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
ら
、
現
在
見
る
よ
う
な
百
番
歌
合
二
種
と
い
っ
た
形
態
を
取
ら
ず
、
二

百
番
か
ら
成
る
渾
一
の
物
語
歌
合
と
し
て
日
の
目
を
見
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
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ろ
う （
２
） 

か
。

と
言
う
よ
う
に
、『
物
語
二
百
番
歌
合
』
は
前
後
百
番
ず
つ
別
々
に
撰

さ
れ
、
も
と
か
ら
『
物
語
二
百
番
歌
合
』
と
し
て
作
ら
れ
た
の
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
転
写
も
そ
れ
ぞ
れ
に
行
わ
れ
た
ら
し
く
、
二
百
番

歌
合
の
形
で
現
存
す
る
写
本
は
管
見
の
限
り
自
筆
本
だ
け
で
あ
る
か
ら
、

伝
本
の
分
類
に
関
し
て
は
『
源
氏
狭
衣
歌
合
』
と
『
拾
遺
百
番
歌
合
』

は
別
々
に
考
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
『
拾
遺
百
番
歌
合
』
は
排
列
の
妙
や
引
用
さ
れ
た
物
語
の

本
文
を
探
る
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ
、
伝
本
に
つ
い
て
は
久
曾
神
昇
氏

の
分 （
３
） 類
が
通 （
４
） 説
と
な
っ
て
い
る
。

　

氏
に
よ
れ
ば
諸 （
５
） 本
は
、

　

前
稿
本
…
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
（
尊
経
閣
本
）・
群
書
類
従
本
（
類
従
本
）

　

後
稿
本
…
藤
原
定
家
自
筆
本
（
自
筆
本
）・
書
陵
部
蔵
本
（
書
陵
部
本
）・

伝
冷
泉
為
相
筆
本
（
伝
為
相
筆
本
）

の
二
系
統
に
分
類
で
き
る
（
以
降
、
括
弧
内
の
略
称
を
用
い
る
）
と
い
う
。

前
稿
本
は
左
の
識
語
を
有
し
、

以
定
家
卿
自
筆
本
書
之

依　

永
福
門
院
仰
忠
兼
朝
臣
書
之

以
忠
兼
朝
臣
�

自
筆
本
書
写
之

後
稿
本
は
、

権
大
納
言

公
蔭
卿
事
也

（
自
筆
本
・
書
陵
部
本
・
伝
為
相
筆
本
の
作
者
目
録
の
記
載
法
に
つ
い
て
）
番

は
れ
た
物
語
名
の
下
に
も
歌
数
を
示
し
た
も
の
と
省
略
し
た
も
の
と
が
あ
る
が
、

そ
れ
ら
が
す
べ
て
一
致
し
て
ゐ
る
。
―
中
略
―
（
相
違
点
も
あ
る
が
）
排
列
順

序
は
勿
論
、
用
字
等
ま
で
す
べ
て
一
致
し
て
ゐ
る
の
で
、
同
系
統
本
と
推
定
せ

ら
れ
る
。

と
い
う
（「
―
中
略
―
」
と
括
弧
内
は
稿
者
に
よ
る
補
足
）。
識
語
と
作
者
目
録

が
分
類
の
大
き
な
判
断
材
料
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
ま
で
は
首

肯
し
得
る
が
、
疑
問
点
も
な
く
は
な
い
。

　

久
曾
神
氏
は
前
稿
本
と
後
稿
本
の
指
標
と
な
る
異
同
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

伝
冷
泉
為
相
筆
本
は
高
橋
家
に
伝
存
し
、
そ
の
後
転
々
し
て
、
弘
文
荘
待
買
古

書
目
第
二
十
号
に
載
つ
た
。
ま
だ
詳
し
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
書

陵
部
本
と
全
く
同
系
統
で
あ
り
、
後
稿
本
と
推
定
せ
ら
れ
る
。
前
稿
本
と
の
相

違
は
、
二
十
九
番
左
の
詞
書
、

都
に
か
へ
り
給
ひ
て
、
も
と
の
御
位
あ
ら
た
ま
り
つ
ゝ
、
は
じ
め
て
内

に
ま
ゐ
ら
せ
給
て
（
前
稿
本
）

あ
か
し
よ
り
か
へ
り
て
、
は
じ
め
て
内
に
ま
ゐ
ら
せ
給
て
（
後
稿
本
）

を
対
比
し
て
も
容
易
に
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
正
し
く
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

都
に
か
へ
り
給
ひ
て
、
も
と
の
御
位
あ
ら
た
ま
り
て
、
は
じ
め
て
内
に
ま
ゐ
り
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給
へ
り
け
る
に
（
後
稿
本
）

あ
か
し
よ
り
か
へ
り
て
、
は
じ
め
て
内
に
ま
ゐ
ら
せ
給
て
（
前
稿
本
）

久
曾
神
氏
に
よ
る
引
用
で
は
ど
ち
ら
の
文
末
も
同
じ
く
「
は
じ
め
て
内

に
ま
ゐ
ら
せ
給
て
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
り
、
ま
た

括
弧
内
の
前
稿
本
・
後
稿
本
の
表
記
も
逆
に
な
っ
て
い
る
。
は
じ
め
に

識
語
に
よ
っ
て
系
統
分
類
し
、
類
従
本
（「
都
に
か
へ
り
」）
を
前
稿
本
、

自
筆
本
（「
あ
か
し
よ
り
」）
を
後
稿
本
と
し
て
論
を
進
め
て
い
た
た
め
に
、

混
乱
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ （
６
） る
。

　

ま
た
、
久
曾
神
氏
は
自
筆
本
に
つ
い
て
、

本
書
は
「
私
草
」
を
借
失
は
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
、
転
写
本
を
借
り
て
更
に
書

写
し
た
も
の
で
あ
り
、
改
稿
の
意
図
の
存
し
た
も
の
で
は
な
い
。
然
し
、
本
書

を
転
写
し
た
際
に
脱
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
又
補
訂
し
た
と
推
定
す
べ
き
と
こ

ろ
も
あ
る
。

と
し
、
四
番
左
の
和
歌
、
第
五
句
「
を
ち
の
か
は
な
み
」
を
例
に
、

傍
線
を
施
し
た
部
分
は
、
本
書
に
お
い
て
、
即
ち
後
稿
本
に
お
い
て
改
め
ら
れ

た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

と
、
自
筆
本
が
「
し
ら
な
み
」
の
「
し
ら
」
の
上
か
ら
「
か
は
」
と
書

き
直
し
た
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
（「
本
書
」
と
は
自
筆
本
の
こ
と
）

が
、
同
じ
後
稿
本
で
あ
る
は
ず
の
書
陵
部
本
・
伝
為
相
筆
本
は
こ
の
箇

所
を
「
し
ら
な
み
」
と
し
て
お
り
、
自
筆
本
以
外
に
は
「
か
は
な
み
」

の
例
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
過
誤
を
有
す
る
分
類
は
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
久
曾

神
氏
が
「
相
当
の
異
同
が
存
す
る
」
と
指
摘
し
た
『
拾
遺
百
番
歌
合
』

の
伝
本
で
あ
る
が
、
二
系
統
の
異
同
に
つ
い
て
触
れ
た
論
文
で
あ
っ
て

も
、
後
稿
本
に
つ
い
て
は
自
筆
本
し
か
見
て
い
な
い
場
合
も
多
い
。
後

稿
本
の
代
表
と
し
て
重
用
さ
れ
る
自
筆
本
は
前
稿
本
と
比
較
さ
れ
る
が
、

も
し
自
筆
本
が
後
稿
本
で
な
か
っ
た
ら
、
そ
の
比
較
は
意
味
を
な
さ
な

い
こ
と
に
な
る
。
従
来
の
系
統
分
類
に
再
検
討
の
必
要
を
感
じ
る
の
で
、

本
稿
で
は
『
拾
遺
百
番
歌
合
』
の
伝
本
を
改
め
て
整
理
し
た
い
と
思
う
。

　

二
、
自
筆
本
に
つ
い
て

　

第
一
節
に
見
た
よ
う
に
、
自
筆
本
に
は
他
の
写
本
に
類
を
見
な
い
独

自
異
文
が
多
く
存
在
す
る
。

　

十
八
番　

左
作 （
７
） 者

　
　

御
息
所
（
前
稿
本
・
後
稿
本
）

前
坊
宮
す
ん
所
（
自
筆
本
）

　

六
十
八
番　

右
詞
書

秋
こ
ろ
む
し
の
ね
を
き
ゝ
て
（
前
稿
本
・
後
稿
本
）
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秋
む
し
の
こ
ゑ
を
き
ゝ
て
（
自
筆
本
）

　

七
十
番　

左
詞
書

侍
け
る
に
（
前
稿
本
・
後
稿
本
）

い
へ
り
け
る
に
（
自
筆
本
）

自
筆
本
に
は
ミ
セ
ケ
チ
や
書
き
直
し
、
脱
落
を
補
っ
た
箇
所
が
多
く
見

ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
も
誤
り
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に

し
て
も
自
筆
本
の
誤
り
が
、
ほ
か
の
伝
本
に
受
け
継
が
れ
て
い
な
い
こ

と
は
奇
妙
で
あ
る
。
諸
本
と
は
少
々
異
な
る
本
文
を
持
つ
自
筆
本
が
後

稿
本
と
さ
れ
る
こ
と
は
正
し
い
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

久
曾
神
氏
の
指
摘
通
り
、
自
筆
本
と
後
稿
本
が
一
致
す
る
例
は
多
い
。

　
　

七
十
六
番　

右
詞
書

春
宮
宣
旨
に
（
前
稿
本
）

一
品
の
宮
に
（
自
筆
本
・
後
稿
本
）

　
　

同　
　

右
作
者

内
大
臣
（
前
稿
本
）

右
大
臣
（
自
筆
本
・
後
稿
本
）

い
ち
い
ち
挙
げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
相
当
数
一
致
す

る
箇
所
が
存
在
し
、
異
同
の
分
量
か
ら
い
え
ば
、
自
筆
本
は
前
稿
本
よ

り
も
後
稿
本
に
近
い
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
後
稿
本
と
自
筆
本
の
本
文
を
比
較
す
る
と
、
看
過
で
き
な

い
異
同
が
存
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
自
筆
本
は
前
稿
本
と
一
致
す

る
。

　
　

内
題拾

遺
百
番
歌
合
（
後
稿
本
）

後
百
番
歌
合
（
自
筆
本
・
前
稿
本
）

　
　

二
十
二
番　

左
詞
書

や
か
て
ま
き
る
ゝ
わ
か
身
と
も
か
な
、
と
侍
け
る
御
返
し
（
後
稿
本
）

ナ
シ
（
自
筆
本
・
前
稿
本
）

　
　

二
十
四
番　

左
詞
書

は
な
や
か
に
き
こ
ゆ
れ
と
（
後
稿
本
）

は
な
や
か
に
ゆ
き
か
ふ
車
の
を
と
な
ひ
ゝ
ま
な
く
き
こ
ゆ
れ
と
（
自
筆
本
・

前
稿
本
）

　
　

同
大
将
い
つ
し
か
ま
い
り
給
て
（
後
稿
本
）

大
将
い
つ
し
か
ま
い
り
給
へ
る
を
見
た
て
ま
つ
る
よ
り
な
み
た
く
ま
る

（
自
筆
本
・
前
稿
本
）

第
一
節
に
挙
げ
た
二
十
九
番
左
の
詞
書
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

自
筆
本
に
は
後
稿
本
と
の
み
一
致
す
る
例
ば
か
り
で
な
く
、
前
稿
本
と

の
み
一
致
す
る
例
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
二
十
四
番
の
よ
う
に
前
稿
本
の
本
文
を
後
稿
本
で
省
略
す
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る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
二
十
二
番
の
よ
う
に
前
稿
本
に
書
か
れ
て

い
な
い
本
文
を
後
稿
本
に
写
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
後
稿
本
の

祖
本
が
成
立
し
た
時
点
で
の
改
訂
を
仮
定
し
て
も
、
後
稿
本
系
統
と
さ

れ
る
自
筆
本
と
前
稿
本
と
の
一
致
に
つ
い
て
は
説
明
が
つ
か
ず
、
後
稿

本
と
自
筆
本
を
同
系
統
と
す
る
こ
と
に
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
自
筆
本
が
前
稿
本
系
統
と
も
い
え
な
い
。

　

そ
も
そ
も
前
稿
本
・
後
稿
本
の
分
類
は
、
自
筆
本
の
識
語
（
先
掲
）

「
私
草
被
借
失
了
／
仍
更
求
書
写
本
令
書
留
之
」（「
／
」
は
改
行
を
表
す
）

に
よ
っ
て
、
諸
本
が
私
草
系
（
前
稿
本
）
と
現
存
自
筆
本
系
（
後
稿
本
）

に
分
か
れ
る
と
い
う
仮
定
の
も
と
に
行
わ
れ
た
と
理
解
で
き
る
。
し
か

し
、
後
稿
本
が
現
存
自
筆
本
系
で
あ
る
確
証
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
前
稿
本
・
後
稿
本
と
い
う
前
後
関
係
を
現
存
の
伝
本
の
系
統

に
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
（
仮
に
自
筆
本
が
後
稿
本
と
一
致
し
て
も
、

そ
の
こ
と
は
後
稿
本
の
祖
本
が
自
筆
本
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
な
い
。
自
筆
本
が
後

稿
本
の
一
写
本
で
あ
る
蓋
然
性
す
ら
考
え
ら
れ
る
）。

　

諸
本
と
自
筆
本
と
の
関
係
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
自
筆
本

の
系
統
を
分
類
す
る
こ
と
は
し
ば
ら
く
留
保
と
し
た
い
。 

三
、
伝
本
の
系
統
に
つ
い
て
の
私
見

　

で
は
、
自
筆
本
以
外
の
諸
本
は
ど
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
調
べ
得
た
写
本
は
総
計
十
四
本
で
あ
り
、
大
き
く
二
系
統
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ
…
京
都
大
学
蔵
本
（
京
大
本
）・
尊
経
閣
文
庫
蔵
十
市
遠
忠
筆
本

（
遠
忠
筆
本
）・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
蔵
黒
川
文
庫
本

（
黒
川
本
）・
尊
経
閣
本

Ｂ
…
成
城
大
学
蔵
本
（
成
城
大
本
）・
学
習
院
大
学
蔵
旧
三
条
西
家
本

（
旧
三
条
西
家
本
）・
書
陵
部
蔵
甲
本
・
同
乙
本
・
伝
為
相
筆
本

二
系
統
を
比
較
し
た
と
き
に
目
を
引
く
異
同
は
作
者
目
録
の
有
無
と

（
Ａ
系
統
…
無
、
Ｂ
系
統
…
有
）、
第
一
節
に
も
挙
げ
た
二
十
九
番
左
の
詞
書

の
相
違
で
あ
る
（
Ａ
系
統
…
「
あ
か
し
よ
り
」、
Ｂ
系
統
…
「
都
に
か
へ
り
て
」）。

系
統
内
に
ほ
と
ん
ど
異
同
が
な
い
こ
と
と
、
こ
れ
ら
の
差
異
を
考
え
併

せ
る
に
、
Ａ
と
Ｂ
と
い
う
別
々
の
系
統
で
あ
る
と
認
識
し
て
よ
い
だ
ろ

う
。
な
お
、
久
曾
神
氏
の
分
類
と
照
合
す
れ
ば
Ａ
が
前
稿
本
、
Ｂ
が
後

稿
本
と
な
る
。

　

次
に
、
分
類
し
得
た
九
本
と
は
異
な
る
本
文
を
持
つ
写
本
に
つ
い
て

考
察
す
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を

Ｃ
…
松
平
文
庫
蔵
本
（
松
平
本
）・
彰
考
館
文
庫
蔵
本
（
彰
考
館
本
）・
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伊
達
文
庫
蔵
本
（
伊
達
本
）・
類
従 （
８
） 本
・
三
手
文
庫
蔵
本
（
三
手 

 
本
）

と
し
て
特
立
し
た
い
。

　

Ｃ
系
統
の
本
文
は
Ａ
・
Ｂ
系
統
と
そ
れ
ぞ
れ
に
一
致
す
る
箇
所
が
散

見
す
る
。

　
　

七
十
五
番　

右
詞
書

　

夜
よ
り
雨
ふ
り
け
る
に
（
Ｂ
系
統
）

　

ナ
シ
（
Ａ
・
Ｃ
系
統
）

　
　

七
十
六
番　

左
和
歌

　

暮
れ
こ
そ
も
の
は
か
な
し
け
れ
（
Ｂ
系
統
）

　

暮
れ
こ
そ
袖
は
露
け
ゝ
れ
（
Ａ
・
Ｃ
系
統
）

　
　

八
十
六
番　

右
詞
書

た
ち
い
り
て
い
つ
る
に
笛
を
ふ
き
す
さ
ひ
て
（
Ｂ
系
統
）

た
ち
い
り
て
や
か
て
い
つ
る
に
（（
９
） 

Ａ
・
Ｃ
系
統
）

　
　

九
十
三
番　

左
詞
書

ナ
シ
（
Ｂ
系
統
）

斎
宮
群
行
の
日
、
大
極
殿
の
儀
式
お
ほ
し
め
し
い
て
ゝ
（（
１ ０
） 

Ａ
・
Ｃ
系
統
）

右
に
示
し
た
よ
う
に
Ａ
系
統
と
共
通
す
る
箇
所
が
あ
る
一
方
、

　
　

三
十
五
番　

左
詞
書

い
か
な
ら
ん
は
れ
ぬ
な
か
め
に
か
き
く
ら
す
こ
ろ
（
Ａ
系
統
）

い
か
な
ら
ん
（
Ｂ
・
Ｃ
系
統
）

　
　

六
十
五
番　

右
詞
書

ナ
シ
（
Ａ
系
統
）

母
の
宣
旨
み
ま
か
り
に
け
る
の
ち
（
Ｂ
・
Ｃ
系
統
）

　
　

七
十
九
番　

左
和
歌

け
さ
の
あ
は
雪
（
Ａ
系
統
）

は
る
の
あ
は
雪
（
Ｂ
・
Ｃ
系
統
）

　
　

八
十
八
番　

右
和
歌

わ
れ
を
は
い
ま
は
た
れ
か
た
つ
ね
ん
（
Ａ
系
統
）

わ
れ
を
は
た
れ
か
い
ま
は
た
つ
ね
ん
（
Ｂ
・
Ｃ
系
統
）

の
よ
う
に
、
Ｂ
系
統
と
共
通
す
る
箇
所
も
相
当
数
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、

Ｃ
系
統
が
Ａ
・
Ｂ
系
統
の
混
合
的
な
本
文
を
持
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。
両
系
統
と
は
別
に
Ｃ
系
統
を
想
定
す
る
所
以
で
あ
る
。
な

お
、
Ｃ
系
統
は
内
題
、
物
語
目
録 表一
、
初
出
物
語
名
の
記
載
法
、
作
者
目

録
の
有
無 表二
な
ど
の
体
裁
、
そ
し
て
二
十
九
番
左
の
詞
書
が
Ｂ
系
統
と
同

じ
で
あ
る
た
め
、
Ａ
系
統
よ
り
は
Ｂ
系
統
に
近
い
と
い
え
る
が
、
右
掲

九
十
三
番
左
の
詞
書
の
よ
う
に
Ｂ
系
統
と
大
き
く
異
な
る
箇
所
も
存
在

す
る
の
で
、
Ｂ
系
統
の
第
二
類
で
は
な
く
、
Ｃ
系
統
と
し
て
独
立
さ
せ

た
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。 
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表
一
〈
物
語
目
録
〉

Ａ
系
統

後
百
番
歌
合

御
津
濱
松
中
納
言

参
河
尓
佐
介
留
宰
相
中
将

左
毛
右
毛
袖
湿
宰
相
中
将

心
高
幾
春
宮
宣
旨

露
之
宿

Ｂ
系
統

拾
遺
百
番
歌
合

水
濱
松

参
河
仁
左
介
留

袖
奴
良
須

心
高
幾

露
宿

Ｃ
系
統

松
平
本

拾
遺
百
番
歌
合

水
濱
松

参
河
仁
左
介
留

袖
奴
良
須

心
高
幾

露
宿

彰
考
館
本

拾
遺
百
番
歌
合

水
濱
松

参
河
仁
左
介
留

袖
奴
良
須

心
高
幾

露
宿

伊
達
本

拾
遺
百
番
歌
合　
後
百
番
歌
合

御
津
濱
松　
中
納
言
イ

　
　

尓
佐
留

参
河
仁
左
介
留　
宰
相
中
将
イ

左
毛
右
毛
袖
湿

袖
奴
良
須　
宰
相
中
将
イ

心
高
幾

　

之
イ

露
宿

類
従
本

拾
遺
百
番
歌
合

御
津
濱
松

参
河
仁
佐
介
留

袖
努
良
須

心
高
幾

露
宿

三
手
本

後
百
番
歌
合
イ

拾
遺
百
番
歌
合

濱
松
中
納
言

御
津
濱
松

　
　
   
尓
佐
介
留
宰
相
中
将
イ

参
河
仁
左
介
留

左
毛
右
毛
袖
湿
宰
相
中
将
イ

袖
奴
良
須

心
高
幾
春
宮
宣
旨
イ

心
高
幾

　

之
イ

露
宿

・
Ａ
系
統
・
Ｂ
系
統
は
異
同
が
な
い
た
め
諸
本
の
別
を
示
さ
な
か
っ
た
。

・
小
さ
い
文
字
は
異
文
注
記
で
あ
る
。

・
旧
字
・
異
体
字
等
の
区
別
は
し
な
い
が
、
平
仮
名
は
字
母
で
記
し
て
い
る
。

表
二
〈
作
者
目
録
の
有
無
〉

Ａ
系
統

無

Ｂ
系
統

有

Ｃ
系
統

松
平
本

有

彰
考
館
本

有

伊
達
本

有

類
従
本

無

三
手
本

有

・
Ａ
系
統
・
Ｂ
系
統
は
異
同
が
な
い
た
め
諸
本
の
別
を
示
さ
な
か
っ
た
。



　

Ｃ
系
統
が
Ａ
・
Ｂ
両
系
統
の
混
合
的
な
本
文
を
持
つ
理
由
と
し
て
、

両
系
統
か
ら
混
成
し
た
と
想
像
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

Ｃ
系
統
の
諸
本
は
す
べ
て
江
戸
時
代
写
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ａ
・
Ｂ

系
統
の
書
写
年
代
は
、
そ
れ
よ
り
も
早
い
。
Ａ
系
統
は
十
市
遠
忠
筆
に

溯
る
次
の
識
語
に
よ
り
、

右
源
氏
哥
合
以
或
本
写
之

同
一
校
訖

　

于
時
享
禄
三
暦
正
月
下
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
忠

享
禄
三
（
一
五
三
〇
）
年
に
書
写
し
、
一
校
さ
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。

　

一
方
、
Ｂ
系
統
は
、
と
も
に
伝
冷
泉
為
相
筆
本
で
あ
る
成
城
大
本
・

伝
為
相
筆
本
を
擁
す
る
。
確
証
は
な （
１ １
） い
が
、
成
城
大
本
は
古
筆
了
佐
の

奥
書
極
に
「
這
一
巻
為
相
卿
御
真
蹟
也
」
と
あ
り
、
伝
為
相
筆
本
は

『
国
書
聚 （
１ ２
） 影
』
が
、

書
風
は
古
筆
家
の
間
で
伝
為
相
ま
た
は
伝
為
氏
と
鑑
定
す
る
も
の
の
類
で
、
古

筆
勘
兵
衛
の
「
伝
為
相
筆
」
の
極
め
が
添
へ
て
あ
る
が
、
筆
者
に
つ
い
て
は
確

証
は
な
い
。

と
解
説
を
載
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
成
城
大
本
・
伝
為
相
筆
本
は
為

相
真
筆
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
と
も
に
鎌
倉
時
代
写
と
推
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
、
Ｃ
系
統
は
江
戸
時
代
写
の
も
の
し
か
現
存
せ
ず
、

Ａ
・
Ｂ
系
統
よ
り
も
成
立
が
遅
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

Ｃ
系
統
は
Ａ
・
Ｂ
系
統
の
成
立
後
に
、
あ
る
い
は
校
合
等
を
通
し
て
混

成
さ
れ
た
と
仮
定
し
て
も
矛
盾
は
な
い
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｃ
系
統
は
独
自
異 （
１ ３
） 文
を
有
す
る
。

　
　

八
番　

右
詞
書

こ
も
り
ゐ
ぬ
と
（
Ａ
・
Ｂ
系
統
）

こ
も
り
給
ぬ
と
（
Ｃ
系
統
）

　
　

十
六
番　

右
詞
書

中
宮
よ
り
（
Ａ
・
Ｂ
系
統
）

中
宮
に
（
Ｃ
系
統
）

　
　

十
九
番　

左
詞
書

右
大
将
（
Ａ
・
Ｂ
系
統
）

大
将
（
Ｃ
系
統
）

こ
の
ほ
か
、
作
者
目
録
に
お
け
る
「
み
か
は
に
さ
け
る
」
の
表
記
が
、

Ｂ
系
統
は
「
参
川
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｃ
系 （
１ ４
） 統
は
「
参
河
開
」
で
あ

る
こ
と
な
ど
独
自
異
文
を
多
数
見
出
せ
る
。
こ
れ
ら
は
書
写
に
由
来
す

る
軽
微
な
異
同
か
も
し
れ
な
い
が
、
写
本
間
に
お
け
る
共
通
性
と
い
う

点
で
Ｃ
系
統
特
立
の
一
助
と
な
ろ
う
。

　

以
上
、
改
め
て
伝
本
の
本
文
を
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
Ａ
・
Ｂ
系
統
の
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混
合
的
な
本
文
と
独
自
異
文
を
持
つ
Ｃ
系
統
は
、
ひ
と
つ
の
系
統
と
し

て
認
め
る
べ
き
で
あ
り
、『
拾
遺
百
番
歌
合
』
の
伝
本
は
三
系
統
、
す

な
わ
ち

　

Ａ
…
京
大
本
・
遠
忠
筆
本
・
黒
川
本
・
尊
経
閣
本

　

Ｂ
…
成
城
大
本
・
旧
三
条
西
家
本
・
書
陵
部
本
・
伝
為
相
筆
本

　

Ｃ
…
松
平
本
・
彰
考
館
本
・
伊
達
本
・
類
従
本
・
三
手
本

に
分
類
で
き
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

四
、
Ｃ
系
統
諸
本
の
性
格
に
つ
い
て

　

次
に
、
Ｃ
系
統
諸
本
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
み
て
い
こ
う
と
思

う
。

　

Ｃ
系
統
諸
本
（
特
に
伊
達
本
・
三
手
本
）
に
は
異
文
注
記
が
多
い
。
こ

れ
は
、

　
　

五
十
六
番　

右
詞
書

思
ひ 
み
た
れ
て 
（
類
従
本
）

わ
ひ
て
イ

思
ひ 
み
た 
れ
て
（
伊
達
本
・
三
手
本
）

わ
ひ
イ

や
、
表
一
の
よ
う
に
本
文
の
横
や
下
に
小
さ
く
注
記
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

①　

Ｃ
系
統
の
独
自
異
文
に
Ａ
系
統
の
本
文
を
注
記
し
た
も
の

②　

Ｂ
系
統
と
一
致
す
る
本
文
に
Ａ
系
統
の
本
文
を
注
記
し
た
も
の

①
②
に
つ
い
て
四
十
箇
所
ほ
ど
（
松
平
本
・
彰
考
館
本
を
除
く
）
あ
る
Ｃ
系

統
の
異
文
注
記
の
う
ち
、
八
十
四
番
右
の
詞
書
を
挙
げ
る
（
傍
線
は
私

に
付
し
た
）。

た
れ
や
さ
は
い
り
て
は
し
け
き
道
な
ら
ん
や
ま
み （
１ ５
） 

ち
し
る
く
ま
と
ひ
ぬ
る
か
な

（
Ｃ
系
統
）

表
三
の
異
同
を
見
る
と
、「
た
れ
や
さ
は
」
は
Ｃ
系
統
の
独
自
異
文
で
、

伊
達
本
・
三
手
本
が
そ
れ
ぞ
れ
に
Ａ
・
Ｂ
系
統
の
本
文
「
こ
れ
や
さ

は
」
を
注
記
し
て
お
り
、「
し
け
き
」・「
や
ま
み
ち
」・「
ま
と
ひ
ぬ
る

か
な
」
は
Ｂ
系
統
の
本
文
と
一
致
し
、
Ａ
系
統
の
本
文
を
注
記
し
て
い

る
。「
た
れ
や
さ
は
」
は
①
、
そ
の
ほ
か
は
②
の
例
と
い
え
る
。
こ
の

よ
う
に
し
て
お
よ
そ
四
十
箇
所
の
異
文
注
記
を
追
っ
て
い
く
と
、
Ａ
系

統
と
一
致
す
る
本
文
に
は
異
文
注
記
が
な
い
。
つ
ま
り
、
Ｃ
系
統
の
異

文
注
記
は
、
Ａ
系
統
と
異
な
る
本
文
に
Ａ
系
統
の
本
文
を
注
記
し
た
も

の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
Ａ
系
統
本
文
と
異
な
る
本
文
す
べ

て
に
異
文
注
記
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
厳
密
に
注
記
し
た
と
は

い
え
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
Ｃ
系
統
諸
本
は
、
全
体
の
異
同
を
眺
め
る
と
概
ね
松
平

本
・
彰
考
館
本
・
伊
達
本
と
類
従
本
・
三
手
本
と
に
分
か
れ
、
前
者
は
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後
者
よ
り
も
や
や
Ｂ
系
統
に
近
い
本
文
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
。

　
　

八
十
五
番　

左
詞
書

露
そ
こ
ほ
る
ゝ
（
Ｂ
系
統
・
松
平
本
・
彰
考
館
本
・
伊
達
本
）

露
そ
か
は
か
ぬ
（
Ａ
系
統
・
類
従
本
・
三
手
本
）

　
　

九
十
八
番　

左
和
歌

花
の
ゆ
ふ
か
け
（
Ｂ
系
統
・
松
平
本
・
彰
考
館
本
・
伊
達
本
）

花
の
し
た
か
け
（
Ａ
系
統
・
類
従
本
・
三
手
本
）

以
上
に
加
え
、
三
手
本
は
類
従
本
と
同
じ
Ａ
系
統
の
識
語
を
有 （
１ ６
） し
、
伊

達
本
は
、

私
云

　

更
級
日
記
云

　
　

夜
寝
覚　

水
濱
松　

朝
倉

　
　
　

右
常
陸
介
孝
標
女
作
云

云

と
い
う
末
尾
の
一
文
が
松
平
本
と
一
致
す
る
。
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表
三
〈
八
十
四
番　

右
詞
書
〉

Ａ
系
統

こ
れ
や
さ
は

ま
よ
ふ

や
ま
く
ち

な
け
か
る
ゝ
か
な

Ｂ
系
統

こ
れ
や
さ
は

し
け
き

や
ま
み
ち

ま
と
ひ
ぬ
る
か
な

Ｃ
系
統

松
平
本

た
れ
や
さ
は

し
け
き

く
ち
也

や
ま
み
ち

ま
と
ひ
ぬ
る
か
な

彰
考
館
本

た
れ
や
さ
は

し
け
き

く
ち
也

や
ま
み
ち

ま
と
ひ
ぬ
る
か
な

伊
達
本

こ
イ　
　
　
　

た
れ
や
さ
は

ま
よ
ふ
イ

し
け
き

や
ま
み
ち

な
け
か
る
ゝ
イ

ま
と
ひ
ぬ
る
か
な

類
従
本

た
れ
や
さ
は

ま
よ
ふ
イ

し
き

や
ま
く
ち

な
け
か
る
ゝ
イ

ま
と
ひ
ぬ
る
か
な

三
手
本

こ
イ　
　
　
　

た
れ
や
さ
は

ま
よ
ふ
イ

し
け
き

や
ま
く
ち

な
け
か
る
ゝ
か
な
イ

ま
と
ひ
ぬ
る
か
な

・
Ａ
系
統
・
Ｂ
系
統
は
異
同
が
な
い
た
め
諸
本
の
別
を
示
さ
な
か
っ
た
。

・
小
さ
い
文
字
が
異
文
注
記
で
あ
る
。

・
適
宜
、
漢
字
を
平
仮
名
し
て
い
る
。



　

し
か
し
、
一
方
で
、

　
　

九
十
二
番　

左
詞
書

ち
か
く
な
り
て
後
（
Ａ
系
統
・
類
従 （
１ ７
） 

本
・
三
手
本
・
伊
達
本
）

ち
か
く
な
り
て
（
Ｂ
系
統
・
松
平
本
・
彰
考
館
本
）

　
　

九
十
四
番　

右
作
者

前
斎
宮
女
別
当
（
Ａ
系
統
・
類
従
本
・
三
手
本
・
伊
達
本
）

斎
宮
女
別
当
（
Ｂ
系
統
・
松
平
本
・
彰
考
館
本
）

な
ど
の
よ
う
に
、
伊
達
本
に
は
類
従
本
・
三
手
本
と
一
致
す
る
箇
所
も

見
出
す
こ
と
が
で
き
、
安
易
に
Ｃ
系
統
を
分
割
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。

些
細
な
異
同
よ
り
も
多
数
の
一
致
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
Ｃ

系
統
を
さ
ら
に
下
位
分
類
す
る
に
は
及
ば
な
い
と
判
断
し
た
。

　

な
お
、
Ａ
・
Ｂ
両
系
統
と
接
触
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
Ｃ
系
統
で
あ

る
が
、
Ａ
・
Ｂ
系
統
本
文
か
ら
の
取
捨
選
択
の
基
準
は
明
瞭
で
な
い
。

『
源
氏
物
語
』
で
「
露
ふ
か
き
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
Ｃ
系
統
は
「
露

し
け
き
」（
四
十
二
番　

左
和
歌
）
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
原
作
物
語

に
近
い
本
文
を
目
指
し
て
い
た
と
も
考
え
に
く
く
、
ま
た
、
現
存
自
筆

本
と
の
一
致
率
が
低
い
た
め
現
存
自
筆
本
に
近
づ
け
る
意
図
も
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
、『
拾
遺
百
番
歌
合
』
の
伝
本
は
後
稿
本
と
前
稿
本
の
二

種
に
大
別
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
調
査
に
よ
り
三
系
統
に
分
類
で
き

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
自
筆
本
は
特
殊
な
本
文
を
持
ち
、
自
筆

本
と
は
い
え
識
語
か
ら
転
写
本
だ
と
い
う
こ
と
は
明
確
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
久
曾
神
氏
の
言
う
と
こ
ろ
の
前
稿
本
・
後
稿
本
ど
ち
ら
の
系

統
の
祖
本
と
も
明
言
し
が
た
い
。
自
筆
本
の
位
置
を
確
定
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
従
来
通
り
諸
本
を
前
後
関
係
で
分
類
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。

　

本
稿
で
提
示
し
た
Ｃ
系
統
は
Ａ
系
統
と
Ｂ
系
統
の
混
合
的
な
本
文
を

持
ち
、
独
自
異
文
を
有
す
る
。
さ
ら
に
Ｃ
系
統
に
は
異
文
注
記
が
存
在

し
、
こ
れ
は
後
に
Ａ
系
統
の
本
文
を
部
分
的
に
注
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

従
来
、
類
従
本
は
尊
経
閣
本
と
同
じ
前
稿
本
だ
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ

れ
は
誤
り
で
あ
り
、
本
文
全
体
を
検
証
す
る
と
Ｃ
系
統
に
属
す
る
。
Ｃ

系
統
諸
本
は
異
同
が
甚
だ
し
く
、
概
ね
松
平
本
・
彰
考
館
本
・
伊
達
本

と
類
従
本
・
三
手
本
と
に
分
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
類
別
す

べ
き
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。

 　
『
拾
遺
百
番
歌
合
』
の
伝
写
関
係
は
複
雑
で
、
作
者
目
録
や
識
語
な

ど
一
部
の
み
の
比
較
で
分
類
す
れ
ば
過
失
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。
本
稿
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で
は
従
来
の
系
統
分
類
を
改
め
た
が
、
な
お
自
筆
本
に
つ
い
て
は
不
明

の
ま
ま
で
あ
る
。
今
後
、
慎
重
に
調
査
を
進
め
た
い
。

（
１
）　 　『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
十
四　

物
語
二
百
番
歌
合　

風
葉
和
歌

集
桂
切
』（
貴
重
本
刊
行
会
、
一
九
八
〇
年
八
月
）
所
収
、
池
田
利
夫

氏
の
解
説
「
物
語
二
百
番
歌
合
」
に
よ
る
。

（
２
）　 　「
源
氏
狭
衣
百
番
歌
合
考
―
部
類
・
配
列
を
中
心
に
―
」（『
愛
知
大

学
国
文
学
』
第
十
二
号
、
愛
知
大
学
国
文
学
会
、
一
九
七
一
年
三
月
）

（
３
）　

竹
本
元
�
・
久
曾
神
昇
『
定
家
自
筆
本
物
語
二
百
番
歌
合
と
研
究
』

（
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
一
九
五
五
年
一
二
月
）
以
下
、
久
曾
神
氏

の
説
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
４
）　

た
だ
し
、
上
野
英
二
「
源
氏
物
語
の
享
受
と
本
文
―
物
語
二
百
番
歌

合
所
収
本
文
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
国
語
国
文
』
第
五
十
三
巻
第
一
号
、

中
央
図
書
出
版
、
一
九
八
四
年
一
月　

の
ち
に
『
源
氏
物
語
序
説
』
所

収
）
の
注
五
は
、
諸
本
の
分
類
を
改
め
、
群
書
類
従
本
は
後
稿
本
に
入

る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
５
）　

久
曾
神
氏
は
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
を
前
田
家
本
と
す
る
。
本
稿
は
群
書

類
従
本
は
版
本
、
自
筆
本
は
注
１
の
影
印
、
伝
冷
泉
為
相
筆
本
は
呉
文

炳
編
著
『
国
書
聚
影
』（
理
想
社
、
一
九
六
二
年
一
一
月
）
に
よ
っ
て

調
査
し
て
い
る
。『
国
書
聚
影
』
は
概
ね
物
語
目
録
か
ら
三
番
ま
で
と
、

二
十
九
番
の
写
真
し
か
載
せ
な
い
の
で
そ
の
全
容
は
わ
か
ら
な
い
。
書

陵
部
に
は
『
拾
遺
百
番
歌
合
』
の
写
本
が
現
在
二
本
あ
り
（
本
稿
で
は

函
架
番
号 
五
〇
一
・
七
四
を
甲
本
、
一
五
五
・
八
三
を
乙
本
と
す
る
）、

氏
の
い
う
書
陵
部
本
が
ど
ち
ら
を
さ
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
二
本

の
間
に
目
立
っ
た
異
同
は
な
い
。
以
降
、
書
陵
部
本
と
言
っ
た
と
き
は

二
本
同
時
に
指
し
て
い
る
。

（
６
）　

小
島
孝
之
先
生
と
共
同
執
筆
し
た
前
稿
「
成
城
大
学
本
「
拾
遺
百
番

歌
合
」
翻
刻
」（『
成
城
国
文
学
』
二
十
五
号
、
成
城
国
文
学
会
、
二
〇

〇
九
年
三
月
）
に
「
成
城
大
学
本
は
内
容
の
異
同
か
ら
前
稿
本
に
近
い

と
思
わ
れ
る
」
と
し
た
が
、
こ
れ
は
久
曾
神
氏
の
挙
げ
た
前
稿
本
と
後

稿
本
と
の
相
違
で
あ
る
二
十
九
番
左
の
詞
書
を
照
合
し
た
だ
け
の
見
解

で
、
誤
り
で
あ
っ
た
。
な
お
、
現
成
城
大
学
蔵
本
の
載
っ
た
古
書
目
録

に
、

本
書
は
、
後
稿
本
の
代
表
た
る
穂
久
邇
文
庫
蔵
の
定
家
自
筆
本

（
重
文
）
と
末
尾
の
作
者
目
録
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
な
が
ら
も
、
二

十
九
番
左
詞
書
は
、「
み
や
こ
に
か
へ
り
た
ま
ひ
て
も
と
の
御
／

く
ら
ゐ
に
あ
ら
た
ま
り
て
は
し
め
て
内
に
ま
／
い
り
給
へ
り
け
る

に
」
と
前
稿
本
に
近
い
本
文
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
巻
首
の
目
録

の
右
方
表
記
が
何
れ
の
系
統
と
も
異
な
る
な
ど
、
系
統
分
類
の
研

究
に
一
石
を
投
じ
る
伝
本
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
（『
一
誠
堂
書

店
創
業
百
周
年
記
念　

古
典
籍
善
本
展
示
即
売
会
目
録
』
一
誠
堂

書
店
、
二
〇
〇
三
年
九
月
）。

と
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
久
曾
神
氏
の
説
に
よ
る
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

「
巻
首
の
目
録
の
右
方
表
記
が
何
れ
の
系
統
と
も
異
な
る
」
と
は
、「
御

津
濱
松
」
が
成
城
大
本
で
「
水
濱
松
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ

ろ
う
が
、
こ
れ
は
旧
三
条
西
家
本
・
書
陵
部
本
・
伝
為
相
筆
本
・
松
平

本
・
彰
考
館
本
と
一
致
す
る
。

（
７
）　

以
下
、
引
用
本
文
に
は
適
宜
、
句
読
点
を
付
し
、
平
仮
名
を
漢
字
に

す
る
な
ど
し
て
い
る
。
括
弧
内
は
系
統
を
示
し
て
お
り
、
ゴ
シ
ッ
ク
体

で
示
し
た
番
号
等
（
例‥

二
十
九
番　

左
詞
書
）
は
、
抜
粋
本
文
の

『
拾
遺
百
番
歌
合
』
に
お
け
る
該
当
箇
所
で
あ
る
。
脱
落
等
で
本
文
が

な
い
場
合
は
「
ナ
シ
」
と
し
た
。
な
お
、
本
稿
で
は
旧
字
、
異
体
字
な

ど
の
区
別
は
し
な
い
。
ま
た
、「
給
へ
り
け
る
」
が
「
給
へ
る
け
る
」

に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
あ
き
ら
か
な
誤
り
は
異
同
と
し
て
示
さ
な
い
こ

と
と
す
る
。
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（
８
）　

類
従
本
に
つ
い
て
は
第
一
節
で
も
少
し
触
れ
た
が
、
前
稿
本
へ
の
編

入
に
は
識
語
が
大
き
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。

・
尊
経
閣
本

　

以
定
家
卿
自
筆
本
書
之

　

依　

永
福
門
院
仰
忠
兼
朝
臣
書
之

　

以
忠
兼
朝
臣
�

自
筆
本
書
写
之

・
類
従
本

　

以
定
家
卿
自
筆
本
書
之

　

以
忠
兼
朝
臣
�

自
筆
本
書
写
之

右
に
示
し
た
通
り
、
類
従
本
の
識
語
は
前
稿
本
と
さ
れ
る
尊
経
閣
本
と

ほ
ぼ
同
じ
で
、
こ
の
識
語
は
そ
う
し
た
写
本
か
ら
写
し
た
蓋
然
性
が
あ

る
。「
依　

永
福
門
院
仰
忠
兼
朝
臣
書
之
」
が
な
い
の
は
書
写
の
際
の

誤
脱
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
尊
経
閣
本
の
識
語
は
三
手
本
も
有
す
る
。

　

類
従
本
も
含
め
Ｃ
系
統
諸
本
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
か
つ
、
二
十

九
番
左
の
詞
書
は
Ａ
系
統
と
異
な
る
。
類
従
本
が
識
語
の
一
部
と
作
者

目
録
を
欠
く
の
は
、
Ａ
系
統
に
属
す
る
か
ら
で
は
な
く
Ｃ
系
統
が
Ａ
・

Ｂ
系
統
の
混
合
的
な
本
文
を
持
つ
か
ら
で
あ
り
（
第
三
節
参
照
）、
類

従
本
に
作
者
目
録
が
な
い
の
は
省
略
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
混
合
的
な

本
文
を
持
つ
の
だ
か
ら
十
分
に
考
え
得
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
樋
口
芳
麻
呂
氏
が
『
平
安
・
鎌
倉
時
代
散
逸
物
語
の
研

究
』（
ひ
た
く
書
房
、
一
九
八
二
年
二
月
）
の
第
七
節
「『
み
か
は
に
さ

け
る
』
物
語
」
に
お
い
て
松
平
本
を
前
稿
本
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
類
従
本
が
前
稿
本
で
あ
る
と
い
う
通
説
に
よ
る
誤
り
と
推
察
さ

れ
る
。
本
稿
で
は
松
平
本
は
Ｃ
系
統
に
属
す
る
と
考
え
る
。

（
９
）　

伊
達
本
「
た
ち
い
り
て
や
か
て
い
つ
る
と
て
」、
遠
忠
筆
本
「
た
ち

い
り
て
き
ゝ
て
い
つ
る
に
」

（　

）　

Ａ
系
統
の
本
文
は
「
斎
宮
群
行
の
日
、
大
極
殿
の
儀
式
お
ほ
し
い

１０
て
ゝ
」
で
あ
り
、
末
尾
が
Ｃ
系
統
と
若
干
異
な
る
。

権
大
納
言

公
蔭
卿
事
也

権
大
納
言

公
蔭
卿
事
也

（　

）　 　「
自
筆
の
『
古
今
和
歌
集
』
な
ど
と
比
較
し
て
み
る
と
同
筆
と
は
い

１１
え
な
い
。
し
か
し
、
時
代
的
に
は
為
相
の
生
き
た
時
代
と
そ
う
異
な
ら

な
い
鎌
倉
時
代
中
期
の
書
の
名
手
の
手
に
な
る
見
事
な
筆
跡
で
あ
る
」

（
注
６
に
あ
げ
た
「
成
城
大
学
本
「
拾
遺
百
番
歌
合
」
翻
刻
」
に
よ
る
）

（　

）　

注
５
参
照
。

１２
（　

）　

自
筆
本
の
独
自
異
文
と
は
異
な
る
。

１３
（　

）　

Ａ
系
統
と
類
従
本
に
は
作
者
目
録
が
な
い
。

１４
（　

）　

類
従
本
・
三
手
本
は
「
や
ま
く
ち
」。
こ
の
二
本
は
Ｃ
系
統
か
ら
外

１５
れ
る
本
文
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
。

（　

）　

注
８
参
照
。

１６
（　

）　

類
従
本
は
「
ち
か
く
て
後
」。

１７
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付
記

　

本
稿
は
成
城
国
文
学
会
二
〇
〇
九
年
度
大
会
で
「
拾
遺
百
番
歌
合
の
伝
本
の
系
統
に
つ
い
て
―
成
城
大
学
本
を
め
ぐ
っ
て
―
」
と
題
し
て
口
頭
発
表

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
貴
重
な
ご
指
摘
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
前
稿
「
成
城
大
学
本
「
拾
遺
百
番
歌
合
」
翻
刻
」（『
成
城
国
文
学
』
二
十
五
号
、
成
城
国
文
学
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
の
翻
刻
に
誤
り
が

ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

頁６１３２５３１

所
在

六
番　

右
詞
書

二
十
八
番　

右
詞
書

六
十
七
番　

左
和
歌

八
十
五
番　

左
作
者

誤

し
の
ひ
た
る
前
よ
り

な
か
し
ま
も
み 

の　
 

ち

た
れ
に
の
み
せ
ん

故
右
衛
門
督
家

正

し
の
ひ
た
る
所
よ
り

な
か
し
ま
も 
の　

 

み
ち

※
「
ま
」
と
「
も
」
の
間
に
「
の
」
が
入
る
の
が
正
し
い
。

た
れ
に
か
み
せ
ん

故
右
衛
門
督
室

 

（
ど
い
・
と
も
こ　

成
城
大
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
）


